
地
域
社
会
の
持
続
可
能
性
に
つ
い
て

勢　

一　

智　

子

一　

は
じ
め
に
─
人
口
減
少
と
地
域
社
会

人
口
減
少
は
、
平
成
末
期
の
地
方
制
度
に
お
け
る
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。
二
〇
一
四
年
五
月
、
第
三
一
次
地
方
制
度
調
査
会
に
対

し
て
、「
個
性
を
活
か
し
自
立
し
た
地
方
を
つ
く
る
観
点
か
ら
、
人
口
減
少
社
会
に
的
確
に
対
応
す
る
」
地
方
行
政
体
制
お
よ
び
ガ

バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方
に
対
す
る
調
査
審
議
が
諮
問
さ
れ
た
。

そ
れ
を
受
け
た
同
調
査
会
答
申
（
二
〇
一
六
年
三
月
一
六
日
）
で
は
、
人
口
減
少
社
会
に
対
す
る
現
状
認
識
と
し
て
、「
人
口
減

少
が
地
域
に
も
た
ら
す
具
体
的
な
影
響
は
、
地
域
に
よ
っ
て
多
様
で
あ
る
が
」、「
地
域
社
会
の
持
続
可
能
性
に
つ
い
て
の
危
機
意
識

が
急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
」
と
し
て
、「
人
口
減
少
社
会
に
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
、
地
域
経
済
が
安
定
し
、
人
々

が
快
適
で
安
心
な
暮
ら
し
を
営
ん
で
い
け
る
よ
う
な
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
形
成
が
求
め
ら
れ
る
」
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
地
方

制
度
体
制
の
あ
り
方
と
し
て
、「
地
域
社
会
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
た
め
に
は
、
地
域
の
総
力
を
結
集
し
て
人
口
減
少
が
も
た
ら
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す
課
題
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
た
。

日
本
社
会
は
、
人
口
減
少
の
局
面
に
あ
る
。
こ
の
事
実
が
、「
地
域
社
会
の
持
続
可
能
性
」
を
脅
か
す
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、「
持
続
可
能
性
」
は
、
国
際
的
に
も
国
内
的
に
も
近
年
の
社
会
発
展
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
。

地
域
社
会
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
「
持
続
可
能
性
」
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
─
そ
れ
自
体
が
極
め
て
難
し
い
問
い
で
も
あ
る
。

そ
の
た
め
、
以
下
で
は
、
こ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
意
味
を
少
し
掘
り
下
げ
て
考
え
て
み
た
い
。

二　

持
続
的
存
在
と
し
て
の
地
方
公
共
団
体
の
危
機

⑴　

持
続
可
能
な
地
域
と
い
う
幻
想
？

地
方
公
共
団
体
は
、
持
続
的
存
在
で
あ
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
必
ず
し
も
自
明
で
は
な
い
こ
と
が

具
体
的
事
例
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
象
徴
的
な
事
例
は
、
財
政
破
綻
で
あ
り
、
そ
れ
に
伴
う
地
域
イ
ン
フ
ラ
維
持
の
喪
失

が
あ
る
。
人
口
の
局
面
か
ら
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
の
は
、「
消
滅
可
能
性
都
市
リ
ス
ト
」
で
あ
る
。
少
子
化
に

よ
る
人
口
減
少
推
計
に
よ
り
将
来
の
存
続
が
危
惧
さ
れ
る
基
礎
自
治
体
と
し
て
、
八
九
六
市
区
町
村
を
「
消
滅
可
能
性
都
市
」
と
定

義
づ
け
た
。
都
市
が
消
滅
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
は
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
地
域
が
持
続
可
能
性
を
欠
く
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
試

算
で
は
、
全
自
治
体
の
ほ
ぼ
半
数
が
該
当
す
る
。
持
続
的
存
在
と
し
て
の
危
機
は
特
殊
な
地
域
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
、

大
き
な
衝
撃
を
持
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
た
。

そ
の
他
に
も
、
人
口
減
少
局
面
に
お
け
る
地
域
社
会
の
存
続
危
機
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
地
方
議
会
の
維
持
が
困
難
に

（
１
）
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な
る
と
の
、
高
知
県
大
川
村
に
よ
る
問
題
提
起
は
社
会
的
に
注
目
を
集
め
た
。
各
地
で
深
刻
化
す
る
空
き
家
問
題
、
森
林
管
理
の
担

い
手
不
足
、
所
有
者
不
明
土
地
の
増
加
な
ど
、
地
方
自
治
の
存
続
地
盤
を
危
う
く
す
る
リ
ス
ク
が
相
次
い
で
顕
在
化
し
て
き
て
い
る
。

⑵　

持
続
可
能
性
の
欠
如
？

前
掲
の
事
例
に
見
る
よ
う
に
、
地
域
社
会
の
存
続
危
機
は
、
財
政
、
人
口
、
イ
ン
フ
ラ
を
め
ぐ
る
問
題
と
し
て
提
示
さ
れ
て
き
た
。

い
ず
れ
も
地
域
社
会
の
行
く
末
を
左
右
す
る
要
素
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
規
模
が
縮
小
す
る
こ
と
の
み
で
、「
地
域
社
会
の

持
続
可
能
性
」
は
失
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

地
域
社
会
を
構
成
す
る
住
民
は
、
社
会
動
態
・
自
然
動
態
に
よ
り
移
り
変
わ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
社
会
的
イ
ン
フ
ラ
へ
の
ニ
ー
ズ

も
変
わ
り
、
行
政
施
策
に
も
変
更
が
求
め
ら
れ
る
。
人
口
減
少
が
予
測
さ
れ
る
社
会
に
お
い
て
は
、
従
前
の
同
規
模
か
つ
同
内
容
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
は
困
難
と
な
る
こ
と
か
ら
、
縮
減
的
な
体
制
変
更
が
不
可
欠
と
な
る
。
他
方
で
、
歴
史
的
な
人
口
減
少
の
局

面
に
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
変
化
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
体
制
は
、
多
く
の
自
治
体
で
未
だ
備
え
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
捉
え
る
な
ら
ば
、「
持
続
可
能
性
」
の
欠
如
の
本
質
は
、
現
状
の
変
化
に
適
応
す
る
耐
性
を
社
会
体
制
が
備
え
て
い
な
い
点
に
見

て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
た
持
続
可
能
性
の
欠
如
に
対
し
て
は
、
す
で
に
環
境
法
政
策
の
領
域
で
模
索
が
続
け
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
を
基
礎
と
し
て
、

「
持
続
可
能
な
開
発
（Sustainable D

evelopm
ent

）
」
が
国
際
社
会
に
お
け
る
理
念
的
指
針
と
な
り
、
今
日
で
は
、
環
境
政
策
の

理
念
か
ら
、
経
済
・
社
会
・
環
境
の
鼎
立
を
通
じ
た
社
会
発
展
の
目
標
指
針
へ
と
展
開
さ
れ
て
い
る
。
国
連
に
よ
る
「
持
続
可
能
な

開
発
の
た
め
の
二
〇
三
〇
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
お
よ
び
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（Sustainable D

evelopm
ent Goals: SD

Gs

）」
は
、
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そ
れ
を
象
徴
す
る
。

こ
こ
に
見
ら
れ
る
理
念
に
は
、
変
動
す
る
社
会
が
対
峙
す
る
課
題
に
「
持
続
的
か
つ
強
靱
（
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
）（sustainable 

and resilient

）」（
二
〇
三
〇
ア
ジ
ェ
ン
ダ
前
文
、
外
務
省
訳
）
な
解
決
を
指
向
す
る
意
思
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
視
点
に
は
、

地
域
社
会
の
あ
り
方
に
も
根
底
で
共
通
す
る
要
素
が
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
以
下
で
は
、
基
本
理
念
で
あ
る
「
持
続
可
能
性
」

に
関
す
る
議
論
動
向
等
を
概
観
し
な
が
ら
、
今
後
の
地
方
自
治
に
示
唆
を
得
る
観
点
か
ら
、
若
干
の
検
討
を
試
み
た
い
。

三　

持
続
可
能
性
の
諸
相

⑴　

理
念
的
淵
源

持
続
可
能
性
の
理
念
形
成
の
契
機
は
、
一
九
七
二
年
の
ロ
ー
マ
ク
ラ
ブ
に
よ
る
レ
ポ
ー
ト
「
成
長
の
限
界
」
に
遡
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
球
の
有
限
性
が
提
起
さ
れ
て
、
人
類
は
限
ら
れ
た
地
球
と
い
う
環
境
で
共
存
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
同
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
警
告
に
は
、
資
源
の
有
限
性
を
前
提
と
す
る
経
済
社
会
へ
の
構
造
転
換
、
社
会
成

長
の
量
か
ら
質
へ
の
転
換
が
見
て
取
れ
る
。
同
年
、
国
連
人
間
環
境
会
議
（
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
）
に
お
い
て
、
人
間
環
境
宣
言

が
採
択
さ
れ
て
い
る
。

持
続
可
能
性
の
理
念
確
立
は
、
環
境
と
開
発
に
関
す
る
世
界
委
員
会
（
ブ
ル
ン
ト
ラ
ン
ト
委
員
会
）
報
告
書
に
拠
る
。
同
報
告
書

で
は
、「
持
続
可
能
な
開
発
と
は
、
現
在
の
世
代
に
と
っ
て
の
必
要
を
充
足
し
、
し
か
も
将
来
の
世
代
に
と
っ
て
の
必
要
の
充
足
の

可
能
性
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
開
発
」
と
定
義
づ
け
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
現
世
代
の
ニ
ー
ズ
と
次
世
代
の
ニ
ー
ズ
が
両
立
し
う
る

（
2
）

（
3
）

（
4
）
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よ
う
、
現
世
代
に
配
慮
を
求
め
て
お
り
、
世
代
間
公
平
の
視
点
が
示
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
一
九
九
二
年
の
環
境
と
開
発
に
関
す
る
国
連
会
議
（
地
球
サ
ミ
ッ
ト
）
で
、
リ
オ
宣
言
と
ア
ジ
ェ
ン
ダ
21
が
採
択
さ
れ

て
、
持
続
可
能
性
は
、
国
際
社
会
全
体
で
取
り
組
む
べ
き
政
策
理
念
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
地
球
規
模
で
環
境
と
開
発
を
両
立
す

る
こ
と
を
求
め
る
理
念
と
し
て
、
先
進
国
と
途
上
国
間
の
衡
平
を
含
む
、
国
家
間
の
衡
平
性
確
保
が
重
視
さ
れ
た
。

こ
の
国
際
社
会
の
取
り
組
み
は
、
二
〇
〇
二
年
の
持
続
可
能
な
開
発
に
関
す
る
世
界
首
脳
会
議
（
リ
オ
＋
10
）、
二
〇
一
二
年
の

国
連
持
続
可
能
な
開
発
会
議
（
リ
オ
＋
20
）
等
に
よ
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
経
て
、
環
境
配
慮
を
基
礎
と
し
て
社
会
構
造
の
転
換
を

要
請
す
る
根
幹
理
念
と
し
て
発
展
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
二
〇
一
五
年
九
月
に
、
前
述
の
二
〇
三
〇
年
を
目
標
年
と
す
る
持
続
可

能
な
開
発
目
標
（SD

Gs

）
へ
と
歩
み
を
進
め
て
い
る
。

⑵　

環
境
を
基
軸
と
し
た
理
念
深
化

こ
の
よ
う
に
持
続
可
能
性
は
、
環
境
分
野
に
淵
源
を
有
し
て
お
り
、
日
本
に
お
い
て
も
環
境
法
政
策
を
通
じ
て
展
開
さ
れ
て
き
た
。

一
九
九
三
年
制
定
の
環
境
基
本
法
に
基
本
理
念
の
一
つ
と
し
て
、「
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
持
続
的
発
展
が
可
能
な
社
会
の
構
築
」

（
四
条
）
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
同
法
で
は
、「
健
全
で
恵
み
豊
か
な
環
境
を
維
持
し
つ
つ
、
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
健
全
な
経
済

の
発
展
を
図
り
な
が
ら
持
続
的
に
発
展
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
」
を
求
め
て
お
り
、
こ
の
理
念
の
も
と
で
環

境
基
本
計
画
等
を
通
じ
て
施
策
が
展
開
さ
れ
る
体
制
が
取
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
二
一
世
紀
環
境
立
国
戦
略
」（
二
〇
〇
七
年
六
月

閣
議
決
定
） 

に
お
い
て
、
三
つ
の
社
会
像
と
し
て
、「
循
環
型
社
会
」・「
低
炭
素
社
会
」・「
自
然
共
生
社
会
」
が
提
示
さ
れ
て
、
こ

れ
ら
の
統
合
的
取
り
組
み
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
持
続
的
に
成
長
・
発
展
す
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
と
さ
れ
て
い
る
。

（
5
）
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国
際
比
較
で
は
、
憲
法
規
範
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
例
も
あ
る
。
ド
イ
ツ
で
は
、
同
国
の
憲
法
と
な
る
基
本
法
に
お
い
て
、
国
家
に

対
す
る
環
境
保
護
義
務
を
規
定
し
て
お
り
、「
国
は
、将
来
の
世
代
に
対
す
る
責
任
に
お
い
て
も
、憲
法
に
適
合
す
る
秩
序
の
枠
内
で
、

立
法
に
よ
り
、
ま
た
、
法
律
お
よ
び
法
に
基
づ
く
執
行
権
お
よ
び
司
法
に
よ
り
、
自
然
的
生
活
基
盤
を
保
護
す
る
」（
二
〇
ａ
条
）

と
定
め
る
。
ド
イ
ツ
に
は
、
日
本
の
環
境
基
本
法
の
よ
う
な
法
律
は
存
在
し
な
い
も
の
の
、
法
理
論
と
し
て
、
環
境
法
分
野
一
般
に

適
用
さ
れ
る
主
要
原
則
に
「
持
続
可
能
性
原
則
（N

achhaltigkeitsprinzip

）
」
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
環
境
法
の
統
一
法
典
編
纂

を
目
指
し
た
環
境
法
典
法
案
で
は
、
次
の
よ
う
に
条
文
化
さ
れ
て
い
る
。

環
境
法
典
法
案
一
条
三
項

　

環
境
、
経
済
お
よ
び
社
会
的
な
持
続
可
能
な
発
展
を
推
進
す
る
た
め
に
、
以
下
の
こ
と
を
確
保
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　

①　

再
生
不
可
能
な
環
境
資
源
は
、
大
切
か
つ
節
約
的
に
利
用
す
る
こ
と

　
　

②　

再
生
可
能
な
環
境
資
源
は
、
継
続
的
な
使
用
を
確
保
す
る
よ
う
配
慮
し
て
利
用
す
る
こ
と

　
　

③　

自
然
生
態
系
基
盤
の
諸
機
能
を
維
持
す
る
こ
と

こ
の
よ
う
に
、
環
境
資
源
等
の
特
性
に
応
じ
て
、
そ
の
利
用
を
適
応
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
持
続
可
能
性
を
担
保
す
る
こ
と

が
要
請
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
有
限
な
環
境
資
源
や
自
然
生
態
系
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
超
え
な
い
よ
う
に
、
利
用
の
あ
り
方
を

管
理
・
自
制
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
環
境
と
社
会
発
展
と
の
賢
明
な
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
る
。

こ
の
趣
旨
は
、
環
境
特
性
に
応
じ
て
個
別
法
を
通
じ
て
具
体
化
さ
れ
て
お
り
、
自
然
環
境
に
対
す
る
損
害
を
補
償
す
る
ミ
テ
ィ

ゲ
ー
シ
ョ
ン
、
循
環
と
収
支
を
維
持
す
る
水
管
理
、
廃
棄
物
の
発
生
抑
制
・
再
生
資
源
の
優
先
利
用
な
ど
と
し
て
要
請
さ
れ
て
い
る
。

く
わ
え
て
、
環
境
法
は
、
計
画
法
と
の
連
携
を
重
視
す
る
。
長
期
的
な
視
点
に
よ
る
計
画
的
環
境
配
慮
は
、
持
続
可
能
性
を
担
保
す

（
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る
重
要
な
手
法
で
あ
り
、
開
発
に
先
立
っ
て
調
整
を
求
め
る
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
制
度
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。

⑶　

国
土
利
用
・
都
市
開
発

地
域
社
会
と
の
関
係
で
は
、
持
続
可
能
性
が
狭
義
の
環
境
か
ら
離
れ
て
、
国
土
利
用
・
都
市
開
発
の
理
念
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

る
点
も
重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
国
土
利
用
計
画
法
で
は
、「
国
土
が
現
在
及
び
将
来
に
お
け
る
国
民
の
た
め
の
限
ら
れ
た
資
源
で

あ
る
と
と
も
に
、
生
活
及
び
生
産
を
通
ず
る
諸
活
動
の
共
通
の
基
盤
で
あ
る
こ
と
」
が
明
示
さ
れ
、「
地
域
の
自
然
的
、
社
会
的
、

経
済
的
及
び
文
化
的
条
件
に
配
意
し
て
」
発
展
を
図
る
こ
と
が
法
理
念
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
（
国
土
利
用
計
画
法
二
条
、

同
旨
と
し
て
国
土
形
成
計
画
法
三
条
一
項
）。

同
様
の
視
点
は
、ド
イ
ツ
法
に
も
見
ら
れ
る
。国
土
整
備
法
で
は
、「
持
続
可
能
な
国
土
開
発
」
を
理
念
指
針
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、

国
土
利
用
に
対
す
る
社
会
的
・
経
済
的
ニ
ー
ズ
を
自
然
生
態
系
機
能
と
調
和
さ
せ
る
こ
と
を
規
定
す
る
。
建
設
法
典
に
お
い
て
も
、

「
持
続
可
能
な
都
市
開
発
」
と
し
て
、
社
会
的
・
経
済
的
・
環
境
保
護
的
諸
要
請
の
相
互
調
和
を
、
次
世
代
に
対
す
る
責
任
と
し
て

も
求
め
る
。社
会
経
済
活
動
か
ら
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、土
地
や
国
土
空
間
が
有
限
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、貴
重
な
「
資

源
」
と
し
て
調
整
し
な
が
ら
活
用
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
。

ま
ち
づ
く
り
の
視
点
に
お
け
る
持
続
可
能
性
は
、
環
境
配
慮
を
接
続
点
と
し
て
、
環
境
負
荷
抑
制
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
利
用
を
通

じ
て
地
域
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
取
り
組
み
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
自
治
体

全
体
で
取
り
組
む
事
例
も
増
え
て
お
り
、
地
域
で
発
電
し
た
電
力
で
地
域
の
電
気
を
賄
う
自
給
自
足
へ
の
試
み
も
見
受
け
ら
れ
る
。

こ
こ
に
は
、
地
域
の
自
立
を
高
め
る
こ
と
に
持
続
可
能
性
を
見
い
だ
す
視
点
が
う
か
が
え
る
。
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⑷　

社
会
発
展
の
政
策
理
念

持
続
可
能
性
は
、
環
境
や
都
市
開
発
に
と
ど
ま
ら
ず
、
今
日
で
は
、
社
会
全
体
の
発
展
理
念
へ
と
そ
の
視
野
を
広
げ
て
い
る
。
前

述
の
国
連
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（SD

Gs

）
は
、
環
境
・
経
済
・
社
会
を
め
ぐ
る
広
範
な
課
題
に
対
し
て
統
合
的
に
取
り
組
む

た
め
の
指
標
で
あ
る
。
二
〇
三
〇
年
ま
で
の
国
際
目
標
と
し
て
、
一
七
ゴ
ー
ル
・
一
六
九
タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
な
る
。

こ
の
国
際
的
な
目
標
を
国
内
実
施
す
る
た
め
に
、
日
本
政
府
は
、「SD

Gs

実
施
指
針
」（
二
〇
一
六
年
一
二
月
二
二
日SD

Gs

推

進
本
部
決
定
）
を
策
定
し
て
い
る
。
同
指
針
に
お
い
て
、「
持
続
可
能
で
強
靱
、
そ
し
て
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、
経
済
、
社
会
、

環
境
の
統
合
的
向
上
が
実
現
さ
れ
た
未
来
へ
の
先
駆
者
を
目
指
す
」 

と
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
て
、「
実
施
の
た
め
の
主
要
原
則
」

と
し
て
、
⑴
普
遍
性
、
⑵
包
摂
性
、
⑶
参
画
型
、
⑷
統
合
性
、
⑸
透
明
性
と
説
明
責
任
を
明
示
し
て
い
る
。
そ
の
も
と
で
八
つ
の
優

先
課
題
、
⑴
あ
ら
ゆ
る
人
々
の
活
躍
の
推
進
、
⑵
健
康
・
長
寿
の
達
成
、
⑶
成
長
市
場
の
創
出
、
地
域
活
性
化
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
、
⑷
持
続
可
能
で
強
靱
な
国
土
と
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
⑸
省
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
気
候
変
動
対
策
、
循
環

型
社
会
、
⑹
生
物
多
様
性
、
森
林
、
海
洋
等
の
環
境
の
保
全
、
⑺
平
和
と
安
全
・
安
心
社
会
の
実
現
、
⑻SD

Gs

実
施
推
進
体
制
と

手
段
を
挙
げ
る
。

SD
Gs

の
も
と
で
取
り
組
む
優
先
課
題
に
つ
い
て
は
、
先
進
国
に
お
い
て
も
各
国
で
異
な
る
。
例
え
ば
、
ド
イ
ツ
の
場
合
、
連
邦

政
府
は
、SD

Gs

の
目
標
に
対
応
す
る
た
め
、「
持
続
可
能
な
発
展
戦
略
」
を
改
訂
し
た
。
同
戦
略
で
は
、
持
続
可
能
な
発
展
を
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
た
め
に
一
二
の
指
針
を
示
し
て
い
る
。
基
本
原
則
と
し
て
、
⑴
各
世
代
に
お
け
る
自
ら
の
課
題
解
決
原
則
お
よ
び

次
世
代
配
慮
原
則
、
⑵
経
済
・
環
境
・
社
会
の
発
展
に
お
け
る
世
代
間
公
平
原
則
、
⑶
政
策
決
定
過
程
に
お
け
る
共
同
責
任
原
則
を

掲
げ
る
。
個
別
活
動
領
域
を
対
象
と
す
る
も
の
と
し
て
、
⑷
資
源
配
慮
、
⑸
危
険
・
リ
ス
ク
最
小
化
、
⑹
経
済
・
環
境
・
社
会
適
合

（
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型
の
技
術
開
発
、
⑺
資
源
効
率
化
、
⑻
財
政
に
お
け
る
将
来
配
慮
、
⑼
持
続
可
能
な
農
業
、
⑽
社
会
的
包
摂
、
⑾
最
新
知
見
に
よ
る

決
定
お
よ
び
そ
の
た
め
の
教
育
、
⑿
国
際
的
責
任
の
受
任
、
の
九
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
持
続
可
能
性
の
理
念
は
、
国
内
法
政
策
に
も
領
域
横
断
的
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
つ
。
持
続
可
能
性
は
、
社
会
発
展

に
向
け
て
環
境
・
経
済
・
社
会
の
統
合
的
発
展
を
目
指
す
政
策
基
軸
を
成
す
理
念
へ
と
展
開
し
て
お
り
、
こ
の
と
も
で
は
、
環
境
資

源
に
代
表
さ
れ
て
き
た
利
益
享
受
の
世
代
間
公
平
も
、
包
括
的
に
社
会
経
済
の
発
展
に
適
合
を
求
め
る
。

四　

持
続
可
能
性
の
含
意
と
地
域
発
展

以
上
、「
持
続
可
能
性
」
の
多
様
な
意
味
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
こ
れ
ら
の
含
意
を
踏
ま
え
て
、
冒
頭
で
触
れ
た
「
地
域
社
会
の

持
続
可
能
性
」
を
高
め
る
た
め
の
示
唆
に
言
及
し
て
、
ま
と
め
と
し
た
い
。

⑴　
「
資
源
」
の
有
限
性
と
い
う
枠
設
定

持
続
可
能
性
は
、「
成
長
の
限
界
」
で
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
環
境
資
源
の
有
限
性
に
端
を
発
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
リ
オ
宣
言

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
資
源
を
枯
渇
さ
せ
る
利
用
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
自
然
環
境
の
再
生
能
力
・
受
容
能
力
を
超
え
な

い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
は
、
社
会
全
体
の
発
展
の
た
め
に
限
ら
れ
た
「
資
源
」
を
分
か
ち
合
う
含
意
が
あ
る
。

ま
た
、
資
源
が
限
ら
れ
た
中
で
社
会
発
展
を
目
指
す
た
め
に
は
、
量
か
ら
質
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
る
。
資
源
利
用
の
効
率
性
向

上
に
よ
り
、
経
済
成
長
を
指
向
す
る
「
フ
ァ
ク
タ
ー
Ｘ
」
の
着
想
は
、
こ
こ
に
あ
る
。
ま
た
、
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
量
と
経

済
成
長
と
を
切
り
離
す
、
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
も
同
様
の
視
点
で
あ
る
。
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地
域
社
会
に
お
け
る
人
財
、
財
源
、
地
理
的
条
件
等
か
ら
成
る
「
地
域
資
源
」
は
、
有
限
で
あ
り
、
か
つ
地
域
差
も
大
き
い
。
地

域
資
源
の
特
性
に
応
じ
た
有
効
活
用
方
策
が
持
続
可
能
性
の
条
件
と
な
る
。
近
時
、
地
方
創
生
や
広
域
連
携
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、

地
域
資
源
を
活
か
す
地
域
社
会
の
新
た
な
挑
戦
が
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
各
地
域
の
創
意
工
夫
を
支
え
る
地
方
制
度
体
制
と

な
っ
て
い
る
か
、
地
方
分
権
を
含
む
領
域
横
断
的
な
視
点
か
ら
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

⑵　

多
様
な
利
益
の
調
和
要
請

持
続
可
能
性
は
、
有
限
な
資
源
に
多
様
な
ニ
ー
ズ
が
集
中
す
る
中
、
異
な
る
利
益
が
対
峙
す
る
局
面
で
、
そ
れ
ら
の
調
和
を
求
め

る
。
環
境
・
経
済
・
社
会
の
鼎
立
、
い
わ
ゆ
る
三
柱
理
念
（D

rei-Säulen-K
onzept

）
に
基
づ
く
統
合
的
発
展
で
あ
り
、
持
続
可

能
性
の
沿
革
に
拠
る
要
請
で
あ
る
。
三
柱
理
念
の
含
意
す
る
経
済
的
・
社
会
的
発
展
は
、
他
者
の
環
境
利
益
、
と
り
わ
け
次
世
代
の

利
益
を
損
な
う
こ
と
な
く
実
現
す
べ
き
要
請
で
あ
り
、
三
つ
の
目
標
の
相
互
接
続
性
が
強
調
さ
れ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
持
続
可
能
性
の
理
念
に
は
、
対
立
が
想
定
さ
れ
う
る
諸
要
請
を
折
り
合
わ
せ
る
方
策
を
求
め
る
趣
旨
が
不
可
避
的
に

含
意
さ
れ
る
。
多
様
な
利
益
を
有
す
る
、
あ
ら
ゆ
る
ア
ク
タ
ー
に
よ
る
、
調
和
を
目
指
す
た
め
の
努
力
が
織
り
込
ま
れ
た
理
念
で
も

あ
る
。
近
年
で
は
、SD

Gs

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、「
社
会
」
と
の
調
和
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
要
請
は
、
極
め
て
多
様
で
あ
り
、
そ

の
難
易
度
は
高
ま
っ
て
い
る
。

地
域
社
会
に
お
い
て
は
、
そ
の
内
容
は
各
地
域
に
よ
り
異
な
る
。
そ
の
た
め
、
多
様
な
利
益
の
調
和
の
た
め
に
は
、
ま
ず
地
域
の

ニ
ー
ズ
を
発
見
し
て
的
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
人
口
構
成
の
変
化
や
移
住
・
交
流
等
に
よ
り
、
住
民
も
多
様
化
し
て

お
り
、
地
域
に
見
合
っ
た
要
請
も
多
様
化
し
て
い
る
。
こ
の
点
で
は
、
地
方
創
生
の
取
り
組
み
等
に
お
け
る
多
様
な
主
体
の
参
画
の

（
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場
は
、
こ
う
し
た
作
業
の
手
が
か
り
と
し
て
有
意
義
で
あ
ろ
う
。

⑶　

世
代
間
公
平
の
視
点
と
そ
の
広
が
り

そ
う
し
た
利
益
調
和
に
あ
た
り
、
持
続
可
能
性
は
、
世
代
間
公
平
を
主
眼
に
置
い
て
き
た
。
そ
の
沿
革
は
、
次
世
代
配
慮
の
観
点

か
ら
、
現
世
代
と
次
世
代
と
の
間
の
長
期
的
視
野
に
お
け
る
公
平
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
国
に
よ
っ
て
は
、
憲
法
上
の
要
請
で
あ
る
。

象
徴
的
な
例
と
し
て
、
世
代
間
公
平
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
脱
原
発
の
再
決
定
を
後
押
し
し
た
専
門
家
委
員
会
の
報
告
書
の
中
で
、

主
要
な
考
慮
要
因
の
一
つ
と
し
て
明
示
さ
れ
て
い
る
。
同
報
告
書
は
、
核
の
廃
棄
物
を
次
世
代
に
残
す
こ
と
の
倫
理
的
問
題
を
指
摘

し
て
お
り
、
こ
こ
に
は
、
現
世
代
の
責
任
を
基
礎
と
す
る
社
会
正
義
も
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

社
会
発
展
と
し
て
の
持
続
可
能
性
は
、
次
世
代
配
慮
に
く
わ
え
て
、
年
齢
層
や
立
場
で
異
な
る
利
益
に
対
す
る
、
い
わ
ゆ
る
現
世

代
間
や
同
世
代
内
に
お
け
る
社
会
的
公
平
を
含
む
方
向
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。D

SGs

に
み
る
よ
う
に
、
社
会
が
経
済
的
に
満

た
さ
れ
る
こ
と
に
く
わ
え
て
、
精
神
的
・
文
化
的
に
も
豊
か
に
な
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
環
境
・
経
済
と
社
会
と
の
均
衡
と
し
て
社
会

倫
理
的
視
点
が
根
底
に
う
か
が
え
る
。「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
社
会
の
実
現
は
、
人
か
ら
な
る
「
社
会
」
を
持
続
可
能
に
す
る

倫
理
観
を
象
徴
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
現
在
の
持
続
可
能
性
に
は
、
社
会
発
展
の
「
質
」
に
対
し
て
、
多
様
な
価
値
観
が
包
摂
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
地
域
社
会
の
持
続
可
能
性
に
と
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
な
世
代
間
公
平
や
社
会
正
義
は
、
地
域
社
会
の
将
来
を
支
え
る
中
心
的
価

値
と
い
え
よ
う
。
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⑷　

参
画
を
通
じ
た
共
同
決
定
の
確
保

利
益
対
立
を
調
和
に
導
く
た
め
に
は
、
政
策
等
の
決
定
過
程
が
重
要
と
な
る
。
日
本
のSD

Gs

実
施
指
針
で
主
要
原
則
に
「
参
画
」

と
し
て
「
あ
ら
ゆ
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
や
当
事
者
の
参
画
を
重
視
し
、
全
員
参
加
型
で
取
り
組
む
」
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、

ド
イ
ツ
の
持
続
可
能
な
発
展
戦
略
で
も
、「
政
策
決
定
過
程
に
お
け
る
共
同
責
任
原
則
」
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
地
域
社
会
で
実
現
す
る
た
め
に
は
、
地
域
に
お
け
る
意
思
決
定
の
質
を
向
上
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。「
お
任
せ
民
主

主
義
」
で
は
、
世
代
間
公
平
や
社
会
正
義
は
担
保
で
き
な
い
。
地
域
の
多
様
な
利
益
を
調
和
さ
せ
る
た
め
に
は
、
地
方
議
会
を
は
じ

め
と
す
る
地
域
意
思
決
定
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。

そ
の
一
方
で
、
地
方
議
会
の
「
持
続
可
能
性
」
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
議
会
の
機
能
不
全
が
指
摘
さ
れ
た
り
、
議
員
の
な
り
手
不

足
も
深
刻
化
し
て
い
る
。
地
域
に
お
い
て
地
域
の
た
め
に
政
策
判
断
を
す
る
た
め
に
は
、
熟
度
の
高
い
合
議
の
場
が
不
可
欠
で
あ
る
。

仮
に
、
人
口
構
成
の
変
化
や
社
会
経
済
構
造
の
変
化
に
よ
り
、
既
存
の
議
会
制
度
の
も
と
で
十
分
な
機
能
が
見
込
め
な
い
場
合
に
は
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
議
会
体
制
の
多
様
化
、
議
会
機
能
を
補
完
す
る
住
民
参
画
制
度
の
拡
充
な
ど
、
制
度
体
制
を
社
会
に
適
応
さ

せ
て
い
く
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
地
域
に
お
け
る
意
思
決
定
過
程
は
、「
地
域
の
総
力
を
結
集
」
す
る
地
域
社
会
の
持
続
可
能
性
に

と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
。

五　

お
わ
り
に
─
持
続
可
能
性
と
地
域
社
会

本
稿
で
取
り
上
げ
た
「
持
続
可
能
性
」
は
、
人
口
減
少
社
会
の
本
格
的
到
来
を
受
け
て
、
地
域
社
会
に
提
示
さ
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
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で
あ
る
。
し
か
し
、
人
口
が
少
な
い
こ
と
が
「
持
続
可
能
性
」
を
欠
く
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。「
持
続
可
能
性
」
は
、

地
域
の
有
り
様
で
あ
る
。

地
域
は
変
遷
す
る
も
の
で
あ
る
。
地
域
特
性
は
、
地
域
文
化
と
し
て
受
け
継
が
れ
る
一
方
、
住
民
の
世
代
交
代
や
入
れ
替
わ
り
に

よ
り
、
変
化
し
て
い
く
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
地
域
の
有
り
様
も
変
わ
っ
て
い
く
。
地
域
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
─
「
持
続
可
能
性
」
は

解
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
は
な
い
。地
方
自
治
は
、主
権
者
た
る
住
民
が
担
う
も
の
で
あ
り
、そ
の
都
度
に
最
適
な
体
制
を
形
成
・

選
択
し
、
維
持
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
住
民
の
「
コ
ス
ト
」
を
伴
う
。

地
方
自
治
法
施
行
七
〇
年
は
、「
○
○
フ
ァ
ー
ス
ト
」
元
年
と
な
っ
た
。「
住
民
フ
ァ
ー
ス
ト
」
を
掲
げ
て
も
「
住
民
」
は
決
し
て

一
様
で
は
な
い
。
多
様
な
価
値
観
を
互
い
に
尊
重
で
き
る
か
、
他
の
自
治
体
に
暮
ら
す
「
隣
人
」
と
共
栄
で
き
る
か
、
次
世
代
を
思

い
や
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
地
域
社
会
の
「
持
続
可
能
性
」
は
、
地
方
自
治
を
担
う
住
民
に
係
っ
て
い
る
。

本
稿
は
、
結
論
と
し
て
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
理
念
実
現
の
難
易
度
の
高
さ
は

認
め
つ
つ
も
、
現
世
代
に
よ
る
努
力
の
成
果
と
い
う
地
域
社
会
の
「
未
来
」
を
夢
み
た
い
。

（
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）　

増
田
寛
也
／
日
本
創
成
会
議
「
消
滅
す
る
市
町
村
五
二
三
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壊
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す
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地
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都
市
」
中
央
公
論
二
〇
一
四
年
六
月
号
一
七
頁
、
三
二
頁
以
下
は
、
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〇
四
〇
年
ま
で
に
二
〇
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三
九
歳
の
女
性
の
人
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が
五
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減
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す
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推
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さ
れ
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「
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づ
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5
）　

ヨ
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ッ
パ
に
お
け
る
理
念
契
機
は
、
一
八
世
紀
の
森
林
管
理
に
遡
る
。vgl. K

. O
tt, u.a. (H

rsg.) H
andbuch U

m
w

elttethik, 2016, S. 62ff.

（
6
）　V

gl. R. Schm
idt, u.a., U

m
w

eltrecht, 10. A
ufl., 2017, S. 105f.

（
7
）　§

 1 A
bs. 3 U

GB I-RefE 2008.
（
8
）　

§ 1 A
bs. 2 RO

G.

（
9
）　

§
§ 1 A

bs. 5, 1a BauGB.

（
10
）　

一
例
と
し
て
、
一
〇
〇
％
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
域
（100%
 Erneuerbare-Energie-Regionen

）
が
あ
り
、
二
〇
一
七
年
一
〇
月
現
在
、

一
五
四
の
自
治
体
が
登
録
さ
れ
て
い
る
（http://w

w
w

.100-ee.de

）。 

（
11
）　D

eutsche N
achhaltigkeitsstrategie, N

euauflage, 2016.

（
12
）　V

gl. F. Schm
idt-Bleek, W

ieviel U
m

w
elt braucht der M

ensch? : M
IPS—

das M
aß für ökologisches W

irtschaften, 1994.

（
13
）　V

gl. K
. Gehne, N

achhaltige Entw
icklung als Rechtsprinzip, 2011, S. 107ff.

（
14
）　V

gl. Bundesregierung, Fortschrittsbericht 2008 zur nationalen N
achhaltigkeitsstrategie, S. 11.

（
15
）　V

gl. C. Calliess, D
er Grundsatz der nachhaltigen Entw

icklung, in: M
. Ruffert (H

rsg.), D
ynam

ik und N
achhaltigkeit des 

Ö
ffentlichen Rechts, 2012. S. 524.

（
16
）　V

gl. Ethik–K
om

m
ission Sichere Energieversorgung, “D

eutschlands Energiew
ende–Ein Gem

einschaftsw
erk für die Zukunft”, 

den 30. M
ai 2011.

（
17
）　V

gl. O
tt, u.a. (A

nm
. 5), S.65f., 190ff. SD

Gs

目
標
一
一
に
は
、「
持
続
可
能
な
都
市
」
と
し
て
「
包
摂
的
で
安
全
か
つ
強
靱
（
レ
ジ
リ
エ
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ト
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す
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こ
と
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挙
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ら
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て
い
る
。
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理
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狭
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概
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ahl (H

rsg.), N
achhaltigkeit als V

erbundbegriff, 2008, S. 6ff., 16ff.
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日
本
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人
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五
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回
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体
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営
が
可
能
な
制
度
整
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課
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で
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う
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